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一
九
二
六
年
中
国
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
留
学
派
遣
に
つ
い
て 

六
九

一
、
は
じ
め
に

　

一
九
二
〇
年
代
半
ば
に
中
国
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
留
学
派
遣
事
業

は
ピ
ー
ク
を
迎
え
た
。後
の
歴
史
に
も
影
響
を
与
え
た
こ
の
事
業
は
、

様
々
な
分
野
で
活
躍
す
る
人
材
を
養
成
し
た
こ
と
で
、
非
常
に
重
要

な
研
究
意
義
を
持
っ
て
い
る
。
筆
者
は
一
九
二
三
年
か
ら
二
五
年
ま

で
の
留
学
派
遣
の
状
況
を
見
て
き
た
。
拙
著
よ
り
こ
の
三
年
間
の
状

況
に
つ
い
て
簡
単
に
確
認
す
る
。

　

一
九
二
三
年（

１
）は

、
謝
冰
心
、
許
地
山
、
梁
実
秋
な
ど
の
文
学
者
や

後
に
謝
冰
心
の
夫
と
な
る
呉
文
藻
な
ど
中
国
の
学
問
の
発
展
を
担
っ

た
多
く
の
エ
リ
ー
ト
が
留
学
し
た
。
こ
れ
ら
多
く
の
留
学
生
が
ア
メ

リ
カ
へ
出
発
す
る
た
め
上
海
に
集
合
し
、
渡
航
手
続
き
の
準
備
を
し

た
。
出
発
ま
で
の
数
日
間
、
ア
メ
リ
カ
領
事
館
や
教
育
関
係
の
団
体

が
彼
ら
の
た
め
に
歓
送
会
を
開
い
た
。
そ
こ
で
語
ら
れ
た
歓
送
の
辞

か
ら
は
、
当
時
の
社
会
の
彼
ら
に
対
す
る
期
待
が
相
当
大
き
い
も
の

で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
い
知
れ
る
。

　

一
九
二
四
年（

２
）は

、
六
月
に
突
如
ア
メ
リ
カ
政
府
よ
り
「
移
民
規
制

法
」
が
施
行
さ
れ
た
。
そ
れ
に
伴
い
、
ア
メ
リ
カ
へ
の
入
国
手
続
き

が
変
更
さ
れ
、
さ
ら
に
煩
雑
な
も
の
と
な
っ
た
。
当
時
の
『
申
報
』

記
事
か
ら
は
、
中
国
人
留
学
生
に
も
た
ら
し
た
影
響
と
混
乱
を
窺

う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
に
よ
り
留
学
を
断
念
し
た
学
生
も
お
り
、

一
九
二
四
年
に
は
中
国
人
ア
メ
リ
カ
留
学
生
の
総
数
が
明
ら
か
に
減

少
し
た
。

　

一
九
二
五
年（

３
）五

月
に
は
、
五
・
三
〇
事
件
が
発
生
し
、
中
国
社
会

全
体
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
こ
の
事
件
は
日
系
資
本
で
の
ス
ト

ラ
イ
キ
運
動
か
ら
端
を
発
し
、
中
国
全
土
に
広
が
っ
た
反
帝
国
主
義

運
動
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
運
動
で
あ
る
。
中
国
近
代
史
に
お
い
て
重

大
で
あ
る
こ
の
事
件
に
対
し
て
、
中
国
人
ア
メ
リ
カ
留
学
生
が
組
織

一
九
二
六
年
中
国
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
留
学
派
遣
に
つ
い
て

―

『
申
報
』
記
事
を
中
心
に―

牧　
　

野　
　

格　
　

子
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國
學
院
中
國
學
會
報　

第
六
十
一
輯 

七
〇

し
た
留
美
学
生
会
が
反
応
し
、
一
連
の
抗
議
活
動
を
展
開
し
た
。
そ

の
代
表
と
し
て
派
遣
さ
れ
た
桂
崇
基
は
帰
国
後
各
地
で
演
説
活
動
を

行
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
事
件
に
抗
議
し
て
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
系
の
大
学

で
あ
る
セ
ン
ト
・
ジ
ョ
ン
ズ
大
学
で
は
多
く
の
学
生
が
退
学
し
、
新

た
に
光
華
大
学
を
設
立
し
た
。

　

本
論
文
で
は
、
引
き
続
き
一
九
二
六
年
の
中
国
に
お
け
る
ア
メ
リ

カ
留
学
派
遣
事
業
を
見
て
い
く
。
前
回
の
論
文
と
同
じ
く
、
当
時
上

海
で
発
行
さ
れ
て
い
た
大
新
聞
『
申
報
』
の
掲
載
記
事
を
主
に
使
用

す
る
。

　

こ
こ
で
も
う
一
度
、
一
九
二
〇
年
代
の
ア
メ
リ
カ
留
学
生
数
の
変

化
を
確
認
す
る
。

　

一
九
五
四
年
に
華
美
協
進
社
（China Institute in A

m
erica

）

が
、
中
国
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
留
学
百
周
年
を
記
念
し
て
作
っ

た

統
計“A

 Survey of Chinese Students in A
m

erican 
U
niversity and Colleges in the Past O

ne H
undred Y

ears, 
1954 （

４
）

”

に
よ
る
と
、
一
九
二
六
年
に
ア
メ
リ
カ
の
高
等
教
育
機
関
に

入
学
し
た
学
生
数
は
、
三
百
四
十
一
人
で
あ
る
。

　

一
九
二
〇
年
か
ら
三
〇
年
ま
で
の
入
学
者
数
を
見
る
と
、

一
九
二
〇
年
三
百
九
十
五
人
、
一
九
二
一
年
三
百
八
十
七
人
、

一
九
二
二
年
四
百
三
人
、
一
九
二
三
年
四
百
二
十
六
人
、
一
九
二
四

年
三
百
八
十
三
人
、
一
九
二
五
年
三
百
四
十
九
人
、
一
九
二
六
年

三
百
四
十
一
人
、
一
九
二
七
年
三
百
二
人
、
一
九
二
八
年
三
百
六
人
、

一
九
二
九
年
、
三
百
四
十
人
、
一
九
三
〇
年
三
百
十
六
人
で
あ
る
。

一
九
二
〇
年
か
ら
入
学
者
数
は
徐
々
に
増
え
、
二
三
年
に
ピ
ー
ク
を

迎
え
、
そ
の
後
一
九
三
〇
年
に
至
る
ま
で
徐
々
に
減
少
し
て
い
っ
た

の
が
分
か
る
。

　

一
九
二
三
年
か
ら
二
五
年
ま
で
は
四
十
人
ず
つ
の
ペ
ー
ス
で
減
少

し
た
が
、
一
九
二
六
年
に
は
八
人
減
と
微
減
し
て
い
る
。
翌
年
の

一
九
二
七
年
に
は
約
四
十
人
と
再
び
同
じ
ペ
ー
ス
で
減
少
し
て
い

る
。

　

一
九
二
六
年
は
微
減
で
は
あ
っ
た
が
、
そ
れ
以
降
の
減
少
傾
向
に

は
清
華
学
校
の
改
組
と
そ
れ
に
伴
う
ア
メ
リ
カ
留
学
派
遣
の
変
化
が

考
え
ら
れ
る
。

　

清
華
学
校（

５
）は

も
と
も
と
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
義
和
団
事
件
賠
償
金
返

還
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
。
一
九
一
〇
年
代
か
ら
二
〇
年
代
に
か
け

て
、
ア
メ
リ
カ
留
学
派
遣
事
業
の
中
心
的
機
関
で
あ
っ
た
。
全
国
か

ら
選
抜
さ
れ
た
生
徒
は
六
年
間
の
準
備
教
育
期
間
を
経
て
、
卒
業
後

は
自
動
的
に
ア
メ
リ
カ
に
留
学
で
き
た
。

　

一
九
二
三
年
に
清
華
学
校
は
準
備
教
育
機
関
と
し
て
の
生
徒
募
集

を
停
止
し
た
。
二
五
年
に
は
、
大
学
部
と
研
究
院
を
設
置
し
、
改
革

を
着
々
と
進
め
て
い
っ
た
。
二
八
年
八
月
に
北
伐
完
成
後
の
国
民
政

府
に
接
収
さ
れ
た
。
清
華
大
学
と
名
を
改
め
、
文
学
院
、
理
学
院
、

069　牧野格子氏.indd   七〇069　牧野格子氏.indd   七〇 2016/03/04   18:54:202016/03/04   18:54:20



一
九
二
六
年
中
国
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
留
学
派
遣
に
つ
い
て 

七
一

法
学
院
と
十
四
の
系
と
研
究
院
を
併
設
し
た
純
然
た
る
国
立
大
学
と

な
っ
た
。
二
九
年
に
最
後
の
卒
業
生
を
出
し
た
後
は
、
完
全
に
留
学

派
遣
機
関
と
し
て
の
役
割
を
終
ら
せ
た
。

　

も
う
一
つ
の
留
学
を
派
遣
元
と
な
っ
た
ミ
ッ
シ
ョ
ン
系
学
校
で
も

大
き
な
変
化
が
見
ら
れ
る
。
教
育
権
回
収
運
動
の
盛
り
上
が
り
で
あ

る
。
実
際
、
一
九
二
六
年
六
月
に
は
、
麦
倫
書
院
（
メ
ド
ハ
ー
ス
ト
・

カ
レ
ッ
ジ
）
で
授
業
ボ
イ
コ
ッ
ト
運
動
が
行
わ
れ
た（

６
）。

麦
倫
書
院
の

運
動
で
は
、
礼
拝
の
廃
止
な
ど
を
求
め
る
教
育
内
容
の
改
革
で
あ
っ

た
。

　

以
上
を
踏
ま
え
て
、
一
九
二
六
年
の
状
況
に
つ
い
て
、『
申
報
』

記
事
を
詳
細
に
見
て
い
く
こ
と
す
る
。

二
、一
九
二
六
年
ア
メ
リ
カ
留
学
派
遣
の
状
況

㊀
留
学
生
数
の
内
訳

　
『
申
報
』
一
九
二
六
年
七
月
か
ら
八
月
に
か
け
て
の
記
事
に
よ
る

と
、
こ
の
年
に
は
、
七
月
五
日
、
八
月
一
二
日
、
八
月
二
二
日
に
留

学
生
が
ア
メ
リ
カ
へ
出
発
し
た
。
七
月
五
日
は
五
人（

７
）、

八
月
一
二
日

は
六
人（

８
）で

あ
っ
た
。
最
も
多
く
の
留
学
生
が
出
発
し
た
八
月
二
二
日

は
、
清
華
学
校
の
卒
業
生
を
中
心
に
し
た
一
団
で
あ
っ
た
。

　

八
月
二
十
二
日
出
発
の
清
華
出
身
者
は
合
計
七
十
人
で
、
う
ち

六
十
六
人
が
こ
の
年
に
卒
業
し
た
学
生
、
四
人
が
前
年
に
卒
業
し
た

学
生
で
あ
っ
た
。
他
に
九
十
八
人
の
自
費
生
が
お
り
、
う
ち
七
十
九

人
が
男
子
学
生
、
十
九
人
が
女
子
学
生
で
あ
っ
た
。
清
華
出
身
者
、

自
費
生
の
合
計
百
六
十
八
人
の
留
学
生
が
午
前
八
時
出
港
の
プ
レ
ジ

デ
ン
ト
・
マ
ッ
キ
ン
リ
ー
号
に
乗
船
し
、
ア
メ
リ
カ
へ
と
向
か
っ

た（
９
）。

　

記
事
に
は
、
清
華
出
身
者
は
前
年
よ
り
十
人
減
少
し
た
が
、
一
方

で
自
費
生
が
増
加
し
た
と
書
か
れ
て
い
る
。
二
四
年
の
百
二
十
四
人

（
清
華
生
六
十
人
、自
費
生
六
十
四
人
）、二
五
年
の
百
五
十
五
人
（
清

華
生
八
十
三
人
、
自
費
生
七
十
二
人
）
に
比
べ
十
三
人
増
加
し
て
い

る
。
う
ち
自
費
生
は
二
十
六
人
増
加
し
て
い
る
。
こ
れ
は
一
九
二
四

年
、
二
五
年
の
反
動
と
考
え
ら
れ
る
。

　

次
ペ
ー
ジ
の
表
①
は
留
学
先
で
の
予
定
し
て
い
る
専
攻
の
分
布
表

で
あ
る
。
商
業
が
も
っ
と
も
多
く
、
政
治
、
陸
軍
、
農
業
と
続
き
、

依
然
と
し
て
実
学
が
人
気
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。哲
学
が
四
人
、

文
学
が
三
人
と
い
う
数
は
、
人
文
学
を
修
め
る
人
数
が
比
較
的
少
な

か
っ
た
こ
と
を
表
し
て
い
る
だ
ろ
う
。

㊁
出
発
前
の
手
続

　

中
国
人
ア
メ
リ
カ
留
学
生
の
出
発
前
の
手
続
に
つ
い
て
、
二
四
年

ま
で
は
清
華
学
校
の
上
海
事
務
所
（
駐
滬
弁
事
所
）
が
自
費
生
を
含

む
手
続
を
一
手
に
引
き
受
け
て
い
た
。
二
五
年
か
ら
は
自
費
生
対
象
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國
學
院
中
國
學
會
報　

第
六
十
一
輯 

七
二

の
「
留
美
自
費
生
聯
歓
会
」
が
設
立
さ
れ
た
。
二
六
年
も
同
様
に
二

つ
の
事
務
所
が
開
か
れ
た
。

　

一
九
二
六
年
七
月
三
〇
日（

10
）の

記
事
に
は
清
華
学
校
の
上
海
事
務
所

に
関
す
る
報
道
が
な
さ
れ
て
い
る
。四
川
路
上
海
銀
行
旅
行
部
内
に
、

八
月
一
五
日
頃
に
開
か
れ
、
例
年
通
り
、
清
華
学
校
職
員
の
何
林
一

が
取
り
仕
切
る
と
あ
る
。

　
「
留
美
自
費
生
聯
歓
会
」
に
関
し
て
は
、
同
年
八
月
九
日（

11
）の

記
事

に
「
赴
美
私
費
留
学
生
聯
歓
会
開
籌
備
会
」
と
名
を
変
え
て
掲
載
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
自
費
生
の
手
続
を
行
う
聯
歓
会
の
開
室
準
備

会
で
あ
る
。
同
日
の
午
前
十
時
か
ら
崑
山
路
の
東
呉
二
中
で
開
か
れ

る
と
書
か
れ
て
い
る
。
発
起
人
は
そ
の
年
に
出
発
予
定
の
留
学
生
、

端
木
愷
、
王
耀
堂
ら
で
あ
っ
た
。
目
的
は
出
発
の
手
続
の
他
に
、
留

学
生
同
士
の
懇
親
で
あ
っ
た
。
二
百
人
近
く
の
留
学
生
の
中
で
、
一

部
の
清
華
卒
業
生
以
外
、
大
半
が
見
知
ら
ぬ
者
同
士
で
あ
る
。
多
く

の
留
学
帰
国
者
も
長
期
間
の
洋
行
の
中
で
互
い
を
知
ら
ぬ
こ
と
が
多

く
、
そ
の
た
め
困
る
こ
と
が
多
か
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
そ
れ
ら
を

鑑
み
て
開
設
さ
れ
た
と
い
う
。

　

同
月
一
二
日
に
正
式
発
足
し
た
「
赴
美
私
費
留
学
生
聯
歓
会
」
は

出
発
ま
で
の
毎
日
午
前
十
時
か
ら
十
二
時
ま
で
業
務
に
当
た
っ
た
。

ま
た
上
記
の
端
木
と
王
を
正
副
幹
事
に
し
、
秘
書
、
会
計
を
選
出
し

た
。
そ
の
後
、「
聯
歓
会
」
は
、
場
所
を
四
川
路
青
年
会
童
子
部
（
少

≪表①一九二六年中国人アメリカ留学生予定専攻表≫

予定専攻 人数 予定専攻 人数
農業 四人 政治 六人
美術 一人 陸軍 五人
化学 三人 歴史 二人

鉄路管理 二人 法律 二人
商業 七人 医薬 一人
市政 三人 文学 三人
教育 三人 普通文科 二人

建築工程 三人 哲学 四人
土木工程 二人 対外貿易 一人
電機工程 一人 新聞 一人
陶器製造 一人 体育 一人
航空工程 一人 動物学 一人
政治経済 二人 社会学 一人

合計 六十三人

（『申報』一九二六年八月一八日記事より作成）
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一
九
二
六
年
中
国
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
留
学
派
遣
に
つ
い
て 

七
三

年
部
）
に
移
し
、
毎
日
午
後
二
時
か
ら
四
時
に
業
務
時
間
を
変
更

し（
12
）た

。

　

青
年（

13
）会

と
は
、
上
海
基
督
教
青
年
会
の
こ
と
で
あ
る
。
北
米
及

び
カ
ナ
ダ
基
督
教
青
年
会
が
一
九
〇
〇
年
に
設
立
し
た
団
体
で
あ

る
。
〇
七
年
に
は
寄
宿
舎
、
シ
ャ
ワ
ー
、
遊
戯
室
を
備
え
た
施
設

を
、
一
五
年
に
は
上
海
で
最
初
の
室
内
プ
ー
ル
を
備
え
た
施
設
を
建

て
た
。

　

八
月
一
六
日
の
記
事
で
は
、
こ
の
施
設
で
出
発
予
定
の
留
学
生
を

招
き
、
施
設
の
プ
ー
ル
や
シ
ャ
ワ
ー
を
使
わ
せ
、
留
学
経
験
者
が
個

別
相
談
に
乗
り
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
た
と
あ
る
。
入
学
予
定
先
の
大

学
へ
の
書
簡
も
代
書
し
た
と
書
か
れ
て
い
る
。「
聯
歓
会
」
の
業
務

内
容
が
非
常
に
充
実
し
た
も
の
で
、
欧
米
資
本
を
背
景
に
し
て
留
学

生
が
非
常
に
恵
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
い
知
れ
る
。

　

パ
ス
ポ
ー
ト
や
ビ
ザ
に
関
し
て
は
、
同
年
八
月
七
日
の
記
事
に
、

清
華
生
七
十
一
人
の
う
ち
、三
十
三
人
が
駐
華
ア
メ
リ
カ
大
使
か
ら
、

三
十
八
人
が
駐
上
海
ア
メ
リ
カ
領
事
か
ら
受
け
取
る
と
報
道
さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
は
す
で
に
北
京
で
ア
メ
リ
カ
大
使
か
ら
パ
ス
ポ
ー
ト
を

受
け
取
る
か
、
上
海
で
領
事
か
ら
受
け
取
る
か
の
違
い
で
あ
る
。
同

月
一
三
日
の
記
事
に
は
、
す
で
に
五
十
人
の
清
華
生
が
北
京
で
受
け

取
っ
た
と
あ
る
。

　

ま
た
八
月
一
三
日
付
の
記
事
で
は
、
先
に
ア
メ
リ
カ
の
大
学
か
ら

の
入
学
許
可
証
を
取
得
す
る
よ
う
に
呼
び
掛
け
て
い
る
。
こ
れ
は

二
四
年
施
行
の
「
移
民
規
制
法
」
以
降
、
パ
ス
ポ
ー
ト
や
ビ
ザ
だ
け

で
は
書
類
不
備
と
な
り
、
入
国
時
に
拘
束
さ
れ
る
恐
れ
が
生
じ
た
か

ら
で
あ
る
。
二
六
年
に
も
引
き
続
き
注
意
喚
起
が
さ
れ
て
い
た
の
で

あ
る
。

㊂
歓
送
会

　

中
国
人
ア
メ
リ
カ
留
学
生
の
た
め
の
歓
送
会
は
こ
の
年
も
行
わ
れ

た
が
、
一
九
二
五
年
に
続
い
て
複
数
の
団
体
が
合
同
で
大
規
模
の
歓

送
会
を
開
く
傾
向
が
強
ま
っ
た
。
環
球
中
国
学
生
会
が
中
心
と
な
っ

て
開
い
た
歓
送
会
は
、
こ
の
年
新
た
に
美
国
大
学
同
学
会
、
復
旦
大

学
、
上
海
商
科
大
学
、
商
務
印
書
館
を
加
え
、
十
団
体
以
上
の
主
催

で
あ
っ
た
。

　

他
に
一
部
の
学
生
を
対
象
に
、
歓
送
会
が
行
わ
れ
た
。
す
べ
て
の

歓
送
会
及
び
イ
ベ
ン
ト
を
次
ペ
ー
ジ
の
表
②
に
示
す
。

　

最
大
規
模
と
な
っ
た
八
月
一
八
日（

14
）に

開
か
れ
た
環
球
中
国
学
生
会

な
ど
十
団
体
に
よ
る
合
同
歓
送
会
を
詳
し
く
見
て
い
く
。
一
九
二
四

年
ま
で
は
合
計
六
つ
の
歓
送
会
が
開
か
れ
た
。
二
五
年
か
ら
は
複
数

の
団
体
が
合
同
で
歓
送
会
を
開
く
よ
う
に
な
っ
た
。
二
六
年
に
は
清

華
卒
業
生
、
自
費
生
が
す
べ
て
一
堂
に
会
し
、
多
く
の
要
人
が
招
か

れ
、
出
席
者
が
三
百
人
を
超
え
る
歓
送
会
が
開
か
れ
た
。
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規
模
の
変
化
の
他
に
、
出
席
者
に
も
変
化
が
見
ら
れ
る
。
出
席
者

に
は
、
常
連
の
朱
少
屏
（
環
球
中
国
学
生
会
）、
黄
炎
培
（
江
蘇
省

教
育
会
）、
董
修
甲
の
他
に
、
今
ま
で
見
ら
れ
な
か
っ
た
人
物
が
参

加
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
出
席
者
の
構
成
か
ら
は
一
九
二
六
年
当
時

上
海
の
状
況
が
見
え
て
く
る
。

　

一
九
二
六
年
八
月
一
六
日
の
記
事
で
は
、
中
国
側
に
出
席
者
と
し

て
淞
滬
商
埠
弁
公
署
総
弁
の
丁
文（

15
）江

、江
蘇
省
滬
海
道
尹
の
傅（

16
）彊（

寫

忱
）、
上
海
総
商
会
の
傅
筱（

17
）庵

と
袁
履（

18
）登

、
北
洋
政
府
外
交
部
駐
滬

交
渉
員
の
許（

19
）沅

（
秋
颿
）、
上
海
地
方
検
察
庁
検
察
処
長
の
孫
紹（

20
）康

、

滬
寧
滬
杭
両
路
鉄
路
管
理
局
局
長
の
任
伝（

21
）榜

（
筱
珊
）
が
挙
げ
ら
れ

て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
側
の
出
席
者
は
、
ア
メ
リ
カ
総
領
事
の
カ
ニ
ン

ガ
ム
、
ア
メ
リ
カ
大
使
館
商
務
官
の
ア
ー
ノ
ル（

22
）ド

、
上
海
ア
メ
リ
カ

裁
判
所
裁
判
官
の
パ
ー
デ（

23
）ィ

、
ア
メ
リ
カ
国
会
議
員
の
オ
リ
バ（

24
）ー

で

あ
っ
た
。

　

同
年
八
月
一
八
、一
九
日
の
記
事
で
は
、
上
海
江
海
関
監
督
の
朱

有（
25
）済

（
作
舟
）、
徐
佩（

26
）璜

、
凌
竹（

27
）銘

、
林
志（

28
）澄

（
允
方
）、
な
ど
の
政

府
関
係
者
、
程
其（

29
）保

、
李
登
輝
、
穆
藕
初
、
潘
仰（

30
）堯

な
ど
の
教
育
学

者
兼
実
業
家
、
方
椒（

31
）伯

、
王
顕
華
、
徐
可
陞
、
な
ど
の
上
海
総
商
会

の
関
係
者
、
朱
榜
生
な
ど
の
弁
護
士
、
趙
君（

32
）豪

、
唐
世（

33
）昌

、
呉
和（

34
）

士
、
戈
公（

35
）振

、
裘
可（

36
）桴

、
厳
諤（

37
）声

な
ど
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
洪
深

と
い
っ
た
演
劇
家
が
参
加
し
た
と
報
道
さ
れ
て
い
る
。

≪表②　歓送会表≫
団体 日時 場所 参加者

① 環球中国学生会 八月一〇日 新新酒楼 朱少屛、アメリカ留学帰国
学生、欧米へ出発予定の留
学生

② 環球中国学生会 八月一七日
午後七時～

卡徳路九五号 留学生代表

③ アメリカ領事謁見 八月一八日
午前一〇時～

アメリカ領事館 一部の留学生、カニンガム・
アメリカ総領事

④ 環球中国学生会、
江蘇省教育会、美
国大学同学会、留
美同学会、清華同
学会、上海女青年
会、南洋大学、復
旦大学、上海商科
大学、商務印書館
など

八月一八日
午後五時～

畢勛路三〇号　
ジュリアン・アー
ノルド邸庭園

清華学校卒業生、その他自
費生、オリバー議員、アー
ノルド商務官、朱少屛、丁
文江、黄炎培、方椒伯、余
沅、許秋帆、朱有済、潘仰
堯、洪深、趙君豪、戈公振、
董修甲

⑤ 申報本館招待 八月一九日
午後七時～

申報本館 一部の留学生、馬崇淦、趙
君豪、唐世昌

（『申報』一九二六年八月記事より作成）
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一
九
二
六
年
中
国
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
留
学
派
遣
に
つ
い
て 

七
五

　

こ
の
年
最
大
規
模
と
な
っ
た
歓
送
会
に
何
故
こ
れ
だ
け
の
陣
容
と

な
っ
た
の
か
、
当
時
の
歴
史
的
背
景
か
ら
考
え
ら
れ
る
理
由
を
以
下

に
挙
げ
て
い（

38
）く

。

　

一
九
一
一
年
の
辛
亥
革
命
以
後
、
一
九
一
二
年
中
華
民
国
が
成
立

し
、
孫
文
が
臨
時
大
総
統
に
な
っ
た
が
、
清
朝
滅
亡
を
引
き
換
え
に

軍
閥
で
あ
る
袁
世
凱
が
そ
の
座
を
奪
っ
た
。
そ
の
後
、
奉
天
派
、
直

隷
派
、
安
徽
派
な
ど
の
軍
閥
が
そ
れ
ぞ
れ
覇
権
を
争
い
、
短
期
間
の

う
ち
に
数
人
の
大
総
統
が
入
れ
替
わ
っ
た
。

　

こ
の
軍
閥
政
権
を
首
都
が
置
か
れ
た
北
京
か
ら
名
を
取
っ
て
、
北

京
政
府
も
し
く
は
北
洋
軍
閥
か
ら
北
洋
政
府
と
い
う
。
ま
た
別
に
道

尹
も
設
置
さ
れ
、
主
要
な
立
場
で
江
蘇
省
地
域
の
地
方
政
治
に
携

わ
っ
て
い
た
。

　

一
九
二
四
年
九
月
に
江
浙
戦
争
が
起
こ
り
、
直
隷
派
軍
閥
の
一
人

で
あ
る
孫
伝
芳
は
、
同
じ
直
隷
派
の
江
蘇
督
軍
斉
燮
元
を
支
援
し
、

安
徽
派
軍
閥
を
撃
破
し
た
。
し
か
し
、
第
二
次
奉
直
戦
争
で
直
隷
派

は
敗
北
し
、
北
京
で
は
奉
天
派
の
段
祺
瑞
が
政
権
を
握
っ
た
。
上
海

周
辺
で
は
、
孫
伝
芳
、
斉
燮
元
、
盧
永
祥
が
並
立
し
て
い
た
。
段
は

孫
を
篭
絡
す
る
た
め
、
江
浙
督
弁
に
任
命
し
た
。
し
か
し
、
孫
は
、

国
民
革
命
軍
の
馮
玉
祥
と
結
託
し
、
奉
天
派
の
山
東
督
軍
、
江
蘇
督

軍
を
攻
撃
し
（
浙
魯
戦
争
、
江
浙
戦
争
）、
勝
利
を
収
め
た
。
そ
し

て
二
五
年
一
一
月
に
は
、
孫
伝
芳
は
浙
江
・
福
建
・
江
蘇
・
安
徽
・

江
西
の
五
省
連
合
軍
総
司
令
の
就
任
を
自
ら
宣
言
し
、
上
海
で
の
一

有
力
者
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

歓
送
会
に
出
席
し
た
丁
文
江
は
一
九
二
五
年
に
淞
滬
商
埠
弁
公
署

総
弁
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
当
時
上
海
に
お
け
る
最
高
行
政
機
関
で

あ
っ
た
。
二
四
年
孫
伝
芳
が
上
海
県
城
区
を
作
る
計
画
を
立
て
、
宝

山
呉
淞
鎮
周
辺
を
淞
滬
特
別
市
区
と
す
る
準
備
を
進
め
て
い
た
。
し

か
し
、
奉
天
派
が
南
下
し
、
同
派
の
江
蘇
省
省
庁
が
上
海
を
特
別
市

と
し
た
。
そ
の
後
、
孫
伝
芳
が
奉
天
派
を
駆
逐
し
、
上
海
を
手
中
に

収
め
る
と
、
二
六
年
五
月
上
海
郊
外
の
龍
華
に
淞
滬
商
埠
弁
公
署
を

設
立
し
た
。こ
の
公
署
は
上
海
に
お
け
る
最
高
行
政
機
関
と
な
っ
た
。

孫
は
自
ら
督
弁
と
な
り
、丁
文
江
の
行
政
能
力
を
買
っ
て
招
き
入
れ
、

総
弁
と
し
た
の
で
あ
る
。

　

当
時
、
傅
彊
が
務
め
て
い
た
滬
海
道
尹
は
、
孫
伝
芳
が
淞
滬
商
埠

弁
公
署
を
設
立
す
る
ま
で
、
上
海
に
お
け
る
最
高
行
政
機
関
の
長
で

あ
っ
た
。
一
九
一
三
年
に
北
洋
政
府
が
清
朝
で
使
用
さ
れ
て
い
た
行

政
区
分
で
あ
る
道
制
を
復
活
さ
せ
た
。
一
四
年
江
蘇
省
は
滬
海
道
な

ど
五
つ
の
道
に
分
け
ら
れ
た
。
滬
海
道
署
の
長
は
、
上
海
観
察
使
と

呼
ば
れ
た
が
、
後
に
道
尹
と
改
め
ら
れ
た
。
初
代
道
尹
は
江
蘇
省
特

派
交
渉
員
も
兼
務
し
た
。
二
六
年
当
時
淞
滬
商
埠
弁
公
署
の
下
部
に

設
置
さ
れ
た
六
処
の
う
ち
、
外
交
、
政
務
の
三
処
は
江
蘇
特
派
交
渉

員
、
滬
海
道
尹
と
淞
滬
警
察
庁
長
が
担
当
し
て
い
た
。
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さ
ら
に
一
九
二
六
年
当
時
許
沅
が
務
め
て
い
た
江
蘇
省
駐
滬
交
渉

員
は
、
北
京
政
府
外
交
部
に
よ
っ
て
派
遣
・
任
命
さ
れ
た
官
員
で
あ

る
。
主
に
上
海
を
含
む
江
蘇
省
全
域
の
対
外
交
渉
事
務
を
請
け
負
っ

て
い
た
。

　

淞
滬
商
埠
弁
公
署
総
弁
、
滬
海
道
尹
、
江
蘇
省
駐
滬
交
渉
員
の
職

権
内
容
は
重
な
る
も
の
が
あ
っ
た
が
、
当
時
の
上
海
に
お
い
て
行
政

の
ト
ッ
プ
と
言
え
よ
う
。
孫
伝
芳
に
よ
る
支
配
体
制
は
そ
の
後
一
年

と
持
た
な
か
っ
た
。
だ
が
、
こ
れ
ら
の
ト
ッ
プ
が
歓
送
会
に
出
席
し

た
と
い
う
こ
と
は
、
孫
政
権
の
威
信
を
見
せ
つ
け
る
た
め
だ
っ
た
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

㊃
歓
送
の
辞

　

こ
こ
で
は
、
歓
送
会
で
述
べ
ら
れ
た
留
学
生
に
向
け
て
の
歓
送
の

辞
を
見
て
み
よ
う
。『
申
報
』
一
九
二
六
年
八
月
一
九（

39
）日

の
記
事
に

は
そ
の
前
日
八
月
一
八
日
に
行
わ
れ
た
歓
送
会
で
述
べ
ら
れ
た
言
葉

が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
歓
送
の
辞
を
述
べ
た
の
は
朱
少
屏
、丁
文
江
、

オ
リ
バ
ー
、
黄
炎
培
、
ア
ー
ノ
ル
ド
、
許
沅
（
秋
颿
）
で
あ
っ
た
。

　

朱
少
屏
が
ま
ず
開
会
の
辞
を
述
べ
、
餞
の
演
説
を
行
っ
た
。
次
に

丁
文
江
の
内
容
を
見
て
み
る
。

　

 　

思
い
起
こ
せ
ば
二
十
年
前
、私
が
留
学
し
た
時
、今
日
ほ
ど
整
っ

て
お
ら
ず
、
羨
ま
し
い
限
り
で
あ
る
。
現
在
我
が
国
の
政
治
上
の

様
々
な
重
大
責
任
は
、
帰
国
し
た
留
学
生
に
希
望
を
託
さ
れ
て
い

る
が
、
留
学
生
は
帰
国
後
、
往
々
に
し
て
新
旧
及
び
国
際
派
と
な

る
。
こ
の
現
象
は
、
特
に
よ
く
な
い
も
の
で
あ
り
、
諸
君
に
は
学

問
を
修
め
帰
国
し
た
後
は
、
昔
の
留
学
生
や
他
国
に
留
学
し
た
学

生
を
問
わ
ず
皆
と
力
を
合
わ
せ
協
力
し
、
国
是
を
共
に
図
っ
て
も

ら
い
た
い
。（
略
）
次
の
三
点
に
こ
の
度
留
学
す
る
学
生
に
は
注

意
し
て
も
ら
い
た
い
。
㊀
注
意
し
て
ア
メ
リ
カ
の
社
会
状
況
を
観

察
す
る
こ
と
。
帰
国
後
の
鑑
と
す
る
こ
と
。
㊁
ア
メ
リ
カ
へ
学
問

を
求
め
る
の
な
ら
、
優
秀
な
教
師
が
い
る
学
校
を
基
準
に
し
て
選

ぶ
こ
と
。
整
っ
て
い
な
い
学
校
に
は
入
ら
ぬ
よ
う
に
。
㊂
本
国
の

文
学
の
潮
流
に
目
を
向
け
る
こ
と
。
守
旧
に
走
ら
ず
、
ま
た
革
新

に
も
走
ら
ぬ
よ
う
に
。

　

以
上
で
述
べ
て
い
る
通
り
、
丁
自
身
、
留
学
の
経
験
が
あ
る
。
彼

は
二
六
年
当
時
の
留
学
生
を
取
り
ま
く
恵
ま
れ
た
状
況
を
羨
み
つ

つ
、
ア
メ
リ
カ
留
学
生
の
帰
国
後
の
問
題
に
言
及
し
て
い
る
。

　

オ
リ
バ
ー
議
員
や
ア
ー
ノ
ル
ド
商
務
官
も
学
問
や
ア
メ
リ
カ
で
の

交
流
の
重
要
性
を
述
べ
、
帰
国
後
は
中
国
社
会
に
役
立
て
る
こ
と
を

訴
え
て
い
る

　

黄
炎
培
の
言
葉
は
、
職
業
教
育
を
重
視
し
た
人
物
ら
し
い
も
の
で
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一
九
二
六
年
中
国
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
留
学
派
遣
に
つ
い
て 

七
七

あ
る
。
彼
は
大
規
模
工
業
や
教
育
の
発
展
の
た
め
に
、
留
学
生
が
ア

メ
リ
カ
で
学
ん
だ
知
識
は
欠
か
せ
な
い
も
の
だ
と
訴
え
て
い
る
。
ア

メ
リ
カ
で
得
る
貴
重
な
知
識
・
情
報
を
国
内
に
発
表
し
て
も
ら
い
た

い
と
述
べ
て
い
る
。

　

全
体
的
に
そ
れ
以
前
か
ら
の
歓
送
会
で
述
べ
ら
れ
た
内
容
と
全
く

変
わ
っ
て
お
ら
ず
、
当
時
の
ア
メ
リ
カ
留
学
生
の
イ
メ
ー
ジ
と
彼
ら

に
ま
つ
わ
る
問
題
、
そ
し
て
彼
ら
へ
の
期
待
を
象
徴
す
る
も
の
で

あ
っ
た
。三

、
お
わ
り
に

　

以
上
、
一
九
二
六
年
出
発
直
前
の
ア
メ
リ
カ
留
学
派
遣
状
況
を
見

た
。
一
見
し
た
と
こ
ろ
、
前
年
に
起
き
た
五
・
三
〇
事
件
の
影
響
も

あ
ま
り
見
ら
れ
ず
、大
き
な
変
化
は
な
い
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
、

留
学
生
に
対
す
る
歓
送
会
は
、
十
以
上
の
団
体
が
ま
と
ま
っ
て
一
度

で
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
規
模
は
最
大
に
な
り
、
ま
た
招

か
れ
た
賓
客
も
多
彩
な
も
の
と
な
っ
た
。

　

そ
こ
か
ら
は
、
一
九
二
六
年
当
時
短
期
間
で
は
あ
っ
た
が
、
上
海

一
帯
の
実
権
を
握
っ
た
孫
伝
芳
の
存
在
が
窺
え
る
。
孫
自
身
は
出
席

し
て
い
な
い
が
、
彼
の
当
時
の
右
腕
で
あ
っ
た
丁
文
江
が
出
席
し
、

歓
送
の
辞
を
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
滬
海
道
尹
や
江
蘇
省
交
渉
員
の

出
席
も
当
時
の
複
雑
な
行
政
構
造
を
象
徴
し
て
い
る
。

　

一
九
二
六
年
の
七
月
に
は
す
で
に
国
民
革
命
軍
に
よ
る
北
伐
が
開

始
さ
れ
た
。
翌
年
三
月
に
は
上
海
に
入
城
し
た
が
、
共
産
党
に
組
織

さ
れ
た
労
働
者
組
織
の
抵
抗
に
あ
っ
た
。
国
民
党
の
蒋
介
石
は
共
産

党
弾
圧
の
た
め
、
四
月
に
上
海
ク
ー
デ
タ
ー
（
四
・
一
二
事
件
）
を

起
こ
し
た
。
そ
の
後
、
上
海
の
行
政
機
構
は
、
国
民
政
府
支
配
下
で

再
構
成
さ
れ
た
。
つ
ま
り
、
一
九
二
六
年
の
ア
メ
リ
カ
留
学
派
遣
は

北
洋
政
府
の
最
後
の
一
年
に
行
わ
れ
た
。
動
乱
の
軍
閥
政
治
の
終
焉

を
象
徴
す
る
と
同
時
に
、
北
伐
と
国
民
政
府
樹
立
と
い
う
新
た
な
時

代
を
迎
え
る
狭
間
の
年
で
あ
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

注（
１
） 　
拙
著「
１
９
２
３
年
ア
メ
リ
カ
留
学
生
の
姿―

『
申
報
』等
記
事
よ
り
」

（『
現
代
中
国
』
第
七
五
号
、
二
〇
〇
一
年
十
月
、
日
本
現
代
中
国
学
会
）

（
２
） 　
拙
著
「
一
九
二
四
年
『
申
報
』
記
事
か
ら
見
る
ア
メ
リ
カ
留
学
派
遣

―

「
移
民
規
制
法
」
に
よ
る
影
響
を
中
心
に―

」（『
國
學
院
中
國
學

會
報
』
第
五
九
輯
、
二
〇
一
二
年
、
國
學
院
大
學
中
國
學
會
）

（
３
） 　
拙
著
「
一
九
二
五
年
中
国
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
留
学
派
遣
と
そ
の
周
辺

に
つ
い
て―

『
申
報
』
記
事
よ
り―

」（『
國
學
院
中
國
學
會
報
』
第

六
〇
輯
、
二
〇
一
三
年
、
國
學
院
大
學
中
國
學
會
）

（
４
） 　
阿
部
洋
「『
解
放
』
前
中
国
に
お
け
る
人
材
養
成
と
ア
メ
リ
カ
留
学―
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國
學
院
中
國
學
會
報　

第
六
十
一
輯 

七
八

そ
の
『
遺
産
』
と
現
在―

」（『
東
亜
文
化
叢
書　

中
国
近
代
化
の
史
的

展
望
』
一
九
八
二
年
、
財
団
法
人
霞
山
会
）
よ
り
。

（
５
） 　

前
掲
阿
部
洋
、
清
華
大
学
校
史
編
写
組
編
著
『
清
華
大
学
校
史
稿
』

（
一
九
八
二
年
、
中
華
書
局
）
を
参
考
に
し
た
。

（
６
） 　
『
申
報
』一
九
二
六
年
六
月
二
日
付
記
事「
麦
倫
書
院
之
学
生
離
校
風
潮
」

同
三
日
付
記
事
「
麦
倫
書
院
之
学
生
離
校
後
之
所
聞
」

（
7
）　
『
申
報
』
一
九
二
六
年
七
月
三
日
付
記
事
「
赴
美
留
学
生
放
洋
昨
訊
」

（
8
）　
『
申
報
』
一
九
二
六
年
八
月
一
三
日
付
記
事
「
昨
日
放
美
之
留
美
学
生
」

（
9
） 　
『
申
報
』
一
九
二
六
年
八
月
一
三
日
付
記
事
「
本
埠　

乗
麦
金
蘭
号
赴
美

之
学
生
」

（
10
） 　
『
申
報
』
一
九
二
六
年
七
月
三
〇
日
付
記
事
「
清
華
赴
美
生
駐
滬
弁
事
処

下
月
成
立
」

（
11
） 　
『
申
報
』
一
九
二
六
年
八
月
九
日
付
記
事
「
赴
美
私
費
留
学
生
聯
歓
会
開

籌
備
会
」

（
12
） 　
前
掲
八
月
一
三
日
付
記
事

（
13
） 　

こ
の
箇
所
は
、
上
海
市
地
方
志
弁
公
室　

上
海
通
志
（http://w

w
w
.

shtong.gov.cn/node2/node2247/index.htm
l

）
を
参
考
に
し
た
。

（
14
） 　
『
申
報
』
一
九
二
六
年
八
月
一
九
日
付
記
事
「
昨
日
九
団
体
開
会
歓
送
留

美
学
生
」

（
15
） 　
丁
文
江
（
一
八
八
七
年
〜
一
九
三
六
年
）、
字
は
在
君
。
江
蘇
省
泰
興
県

出
身
。
地
質
学
者
、
社
会
運
動
家
。
一
九
〇
二
年
日
本
に
留
学
。
そ
の
後

渡
英
し
動
物
学
と
地
質
学
を
学
ん
だ
。
一
一
年
グ
ラ
ス
ゴ
ー
大
学
を
卒
業
。

帰
国
後
、
工
商
部
鉱
政
司
地
質
科
科
長
、
北
票
煤
鉱
公
司
総
経
理
等
を
歴

任
、
合
わ
せ
て
山
西
、
雲
南
な
ど
で
地
質
調
査
を
行
い
、
中
国
地
質
学
会

を
創
設
し
た
。
二
五
年
淞
滬
商
埠
督
弁
署
総
弁
と
な
り
、
二
六
年
八
月
に

江
蘇
省
政
府
を
代
表
し
て
「
収
回
共
同
租
界
与
上
海
会
審
公
廨
廨
暫
行
章

程
」
を
締
結
し
た
。（
徐
友
春
主
編 

『
民
国
人
物
大
辞
典 

増
訂
版
』 

河
北
人

民
出
版
社
、
二
〇
〇
七
年
）

（
16
） 　

傅
彊
（
一
八
七
六
年
〜
不
明
）
字
は
寫
忱
。
浙
江
省
杭
県
出
身
。
清
朝

の
附
生
（
院
試
に
合
格
し
た
生
員
、
ま
た
は
秀
才
）
と
な
り
、
日
本
の
法

政
大
学
速
成
科
に
留
学
し
た
。
帰
国
後
吉
林
省
交
渉
司
僉
事
、
吉
林
省
延

吉
府
知
府
な
ど
を
歴
任
し
、
北
洋
政
府
で
は
、
外
交
部
吉
林
省
特
派
交
渉

員
な
ど
を
歴
任
し
た
。
一
九
二
二
年
か
ら
二
五
年
ま
で
江
蘇
省
政
務
局
長

を
務
め
、
二
六
年
か
ら
二
七
年
ま
で
滬
海
道
尹
（
上
海
市
一
帯
の
最
高
行

政
機
関
の
長
）
を
務
め
た
。（
前
掲
徐
友
春
、
林
呂
建
主
編
、
浙
江
民
国
人

物
大
辞
典
、
二
〇
一
三
年
よ
り
）

（
17
） 　

傅
筱
庵
（
一
八
七
二
年
〜
一
九
四
〇
年
）
本
名
宗
耀
、
字
は
筱
庵
。
浙

江
省
寧
波
府
鎮
海
県
出
身
。清
末
及
び
中
華
民
国
時
期
の
実
業
家
、銀
行
家
、

政
治
家
で
あ
る
。
一
八
九
二
年
船
工
場
で
働
き
な
が
ら
夜
学
で
英
語
を
習

得
し
た
。
辛
亥
革
命
後
は
、
中
国
通
商
銀
行
董
事
、
上
海
総
商
会
、
中
国

銀
行
、漢
冶
萍
公
司
を
歴
任
し
た
。
一
九
二
六
年
上
海
総
商
会
会
長
と
な
っ

た
。
南
京
国
民
政
府
成
立
後
は
、
孫
伝
芳
を
支
援
し
た
罪
で
指
名
手
配
さ
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一
九
二
六
年
中
国
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
留
学
派
遣
に
つ
い
て 

七
九

れ
た
が
、
後
に
解
除
さ
れ
た
。
一
九
三
八
年
以
降
維
新
政
府
、
汪
兆
銘
政

府
に
お
い
て
上
海
特
別
市
市
長
を
務
め
た
。（
前
掲
徐
友
春
）

（
18
） 　

袁
履
登
（
一
八
七
九
年
〜
一
九
五
四
年
）
資
本
家
。
元
の
名
は
賢
安
、

後
に
礼
敦
に
改
名
し
た
。
中
国
で
は
字
の
履
登
で
知
ら
れ
る
。
幼
少
時
よ

り
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
に
通
っ
た
。
辛
亥
革
命
後
、
寧
波
地
方
軍
政
分

府
外
交
次
長
兼
交
通
次
長
を
務
め
、
そ
の
後
多
く
の
買
弁
企
業
で
要
職
に

つ
い
た
。
一
九
二
〇
年
上
海
商
総
会
の
理
事
に
選
ば
れ
、
二
五
年
上
海
各

路
商
界
総
連
合
会
会
長
、
二
六
年
に
は
上
海
総
商
界
の
副
会
長
に
選
ば
れ

た
。
そ
の
後
、
汪
兆
銘
政
権
に
協
力
。
戦
後
、
漢
奸
と
し
て
逮
捕
さ
れ
た
。

（
前
掲
徐
友
春
）

（
19
） 　

許
沅
（
一
八
七
八
年
〜
一
九
七
二
年
）
字
は
秋
颿
。
江
蘇
省
丹
徒
出
身
。

一
九
一
三
年
特
派
河
南
交
渉
員
と
な
り
、
後
、
陝
西
交
渉
員
、
山
東
交
渉

員
な
ど
を
歴
任
。一
九
二
〇
年
か
ら
江
蘇
交
渉
員
を
務
め
た
。二
四
年
辞
職
、

二
五
年
復
職
。
二
七
年
淞
滬
商
埠
督
弁
署
総
弁
代
理
も
兼
任
し
た
。
南
京

国
民
政
府
成
立
後
は
、
外
交
部
条
約
委
員
会
委
員
を
務
め
た
。（
前
掲
徐
友

春
）

　
　

 　

交
渉
員
と
は
北
洋
政
府
、
南
京
国
民
政
府
時
期
に
各
地
に
設
置
さ
れ
た

交
渉
署
に
派
遣
さ
れ
た
官
僚
で
あ
る
。
交
渉
署
と
は
外
国
人
が
多
く
住
む

都
市
や
租
界
の
あ
る
行
政
区
内
に
設
立
さ
れ
た
専
ら
外
事
、
僑
務
、
海
関
、

出
入
国
の
業
務
を
行
っ
た
行
政
機
関
で
あ
る
。
一
九
四
〇
年
代
に
は
地
方

交
渉
署
は
次
々
と
撤
廃
さ
れ
た
。

（
20
） 　

孫
紹
康
（
一
八
八
五
年
〜
不
明
）
吉
林
省
永
吉
出
身
。
字
は
民
任
。
ア

メ
リ
カ
留
学
経
験
が
あ
る
。上
海
地
方
裁
判
所
所
長
、上
海
南
洋
大
学
教
授
、

青
島
地
方
裁
判
所
所
長
な
ど
を
歴
任
し
た
。
そ
の
後
、
汪
兆
銘
政
権
に
協

力
し
、
一
九
四
〇
年
南
京
国
民
政
府
（
汪
兆
銘
政
権
）
江
蘇
高
等
裁
判
所

第
三
分
所
代
理
所
長
、
上
海
高
等
裁
判
所
所
長
な
ど
を
歴
任
し
た
。
著
書

に
『
中
国
労
工
法
』（
商
務
印
書
館
、一
九
三
四
年
）
編
著
書
に
『
労
働
法
』

（
商
務
印
書
館
、
一
九
二
七
年
）
な
ど
が
あ
る
。（
前
掲
徐
友
春
）

（
21
） 　

任
伝
榜
（
一
八
七
八
年
〜
一
九
五
三
年
）
字
は
筱
珊
、
江
蘇
省
呉
江
県

出
身
。
日
本
留
学
経
験
が
あ
り
、
ま
た
一
九
〇
六
年
に
官
制
派
遣
に
よ
っ

て
ア
メ
リ
カ
に
留
学
し
、
イ
リ
ノ
イ
大
学
で
鉄
道
管
理
を
学
び
、
一
一

年
帰
国
し
た
。
一
三
年
交
通
省
に
入
職
し
、
一
六
年
京
綏
鉄
道
局
局
長
、

一
七
年
に
滬
寧
滬
杭
鉄
道
局
局
長
を
務
め
た
。（
前
掲
徐
友
春
）

（
22
） 　

ジ
ュ
リ
ア
ン
・
ア
ー
ノ
ル
ド
（Julean H

erbert A
rnold,

一
八
七
六

年
〜
一
九
四
六
年
）
ア
メ
リ
カ
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
出
身
の
商
務
省
官

僚
。
一
九
〇
二
年
に
北
京
で
学
生
兼
通
訳
の
仕
事
を
得
た
。
一
九
〇
四
年

在
大
連
ア
メ
リ
カ
代
理
兼
副
領
事
と
な
り
、
そ
の
後
、
福
州
、
上
海
、
淡

水
（
台
湾
）、
厦
門
、
芝
罘
、
漢
口
で
代
理
総
領
事
、
領
事
、
総
領
事
を
歴

任
し
た
。
同
時
に
商
務
官
を
務
め
、
外
交
と
通
商
の
面
で
米
中
関
係
を
支

え
た
。
一
九
四
〇
年
に
引
退
し
た
。
著
書
に“Education in Form

osa”
（1908
）、“China, A

 Com
m
ercial and Industrial H

andbook”

（1926

）

な
ど
が
あ
る
。（Robert N

. Y
ang “Julean A

rnold and A
m
erican 
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八
〇

econom
ic perspectives of China: 1902-1946” 1994 M

aster's 

T
heses and Graduate Research, San Jose State U

niversity

な
ど

を
参
考
に
し
た
。） 

（
23
） 　

ミ
ル
ト
ン
・
パ
ー
デ
ィ
（M

ilton D
w
ight Purdy , 

一
八
六
六
年
〜

一
九
三
七
年
）
ア
メ
リ
カ
連
邦
裁
判
官
。
オ
ハ
イ
オ
州
出
身
。
一
九
二
四

年
か
ら
三
四
年
ま
で
上
海
ア
メ
リ
カ
裁
判
所
（the U

nited States 

Court for China based in Shanghai

）
の
裁
判
官
を
務
め
た
。（the 

Biographical D
irectory of Federal Judges, the Federal Judicial 

Center

な
ど
を
参
考
に
し
た
。http://w

w
w
.fjc.gov/servlet/nGetInf

o?jid=1945&
cid=999&

ctype=na&
instate=na

）

（
24
） 　

未
詳
。
な
お
、
一
九
二
六
年
当
時
ア
メ
リ
カ
の
下
院
議
員
でO

liver

姓

の
者
は
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
オ
リ
バ
ー
（W

illiam
 Bacon O

liver

、
ア
ラ
バ

マ
州
選
出
、一
八
六
七
年
〜
一
九
四
八
年
）と
フ
ラ
ン
ク
・
オ
リ
バ
ー（Frank 

A
. O

liver

、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
選
出
、
一
八
八
七
年
〜
一
九
六
八
年
）
が

い
る
。

（
25
） 　

朱
有
済
（
一
八
八
六
年
〜
一
九
六
〇
年
）
字
は
作
舟
、
号
は
龍
沙
散
人
。

天
津
出
身
。
京
劇
を
好
み
、
有
力
な
パ
ト
ロ
ン
で
あ
っ
た
。
南
開
学
校
卒

業
後
、
山
東
省
塩
運
使
、
上
海
造
幣
廠
監
督
を
歴
任
し
、
二
六
年
当
時
は

江
海
関
監
督
で
あ
っ
た
。
二
七
年
か
ら
二
八
年
ま
で
北
洋
政
府
の
潘
復
内

閣
で
財
政
省
次
長
を
務
め
た
。（
前
掲
徐
友
春
）

（
26
） 　

未
詳
。
一
九
〇
九
年
、
第
一
回
の
ア
メ
リ
カ
派
遣
留
学
生
リ
ス
ト
に

そ
の
名
が
あ
る
。
当
時
二
十
歳
、
江
蘇
省
震
沢
出
身
と
あ
る
。
ま
た

一
九
二
八
年
時
点
で
上
海
特
別
市
参
議
会
の
参
議
に
名
が
挙
が
っ
て
い
る
。

三
三
年
か
ら
三
七
年
ま
で
国
民
政
府
上
海
特
別
市
政
府
公
用
局
局
長
を
務

め
た
。

（
27
） 　

凌
鴻
勳
（
一
八
九
四
年
〜
一
九
八
一
年
）
字
は
竹
銘
。
広
東
省
番
禺
県

出
身
の
鉄
道
工
学
者
。
一
九
一
〇
年
に
官
費
生
と
し
て
郵
電
部
上
海
高
等

実
業
学
堂
に
入
学
、
一
五
年
首
席
で
卒
業
。
交
通
省
に
よ
り
ア
メ
リ
カ
へ

橋
梁
建
設
の
実
習
生
と
し
て
派
遣
さ
れ
た
。
一
八
年
帰
国
後
、
母
校
で
あ

る
上
海
工
業
専
門
学
校
に
戻
り
、
二
四
年
か
ら
二
七
年
ま
で
学
長
を
務
め

た
。
そ
の
後
、中
国
の
鉄
道
建
設
に
尽
力
し
、四
九
年
以
降
は
台
湾
へ
移
り
、

八
一
年
台
北
で
亡
く
な
っ
た
。（
前
掲
徐
友
春
）

（
28
） 　

林
志
澄
（
一
八
九
一
年
〜
不
明
）
元
の
名
を
允
方
、
原
籍
は
広
東
省
新

会
県
出
身
で
あ
る
。
一
九
〇
九
年
ア
メ
リ
カ
に
留
学
し
、マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ

ツ
工
科
大
学
で
学
び
、
ア
メ
リ
カ
海
軍
部
で
研
修
し
た
、
一
九
年
帰
国
後
、

友
人
と
共
に
起
業
し
、
機
械
生
産
と
橋
梁
建
築
に
携
わ
っ
た
が
、
倒
産
の

憂
き
目
に
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
江
西
省
政
府
に
入
り
建
築
や
航
空
の
仕
事

を
す
る
が
、
内
部
の
腐
敗
に
憤
激
し
て
す
ぐ
に
退
職
し
て
い
る
。
三
四
年

に
は
黄
埔
軍
官
学
校
で
教
官
と
な
っ
た
。（
前
掲
徐
友
春
）

（
29
） 　

程
其
保
（
一
八
九
五
年
〜
一
九
七
五
年
）
教
育
学
者
。
名
は
名
深
、
字

は
稚
秋
、
江
西
省
南
昌
出
身
。
一
九
一
四
年
清
華
学
校
高
等
科
に
入
学
、

一
八
年
ア
メ
リ
カ
に
留
学
、
シ
カ
ゴ
大
学
を
経
て
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
で
博
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一
九
二
六
年
中
国
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
留
学
派
遣
に
つ
い
て 

八
一

士
号
を
取
得
、
帰
国
後
は
国
立
東
南
大
学
で
教
鞭
を
執
っ
た
。
そ
の
後
斉

魯
大
学
で
職
を
得
た
後
、
東
南
大
学
が
中
央
大
学
に
統
合
さ
れ
て
後
、
再

び
復
帰
し
た
。
三
二
年
に
は
教
育
省
に
入
り
、
教
職
と
兼
任
し
た
。

（
30
） 　
未
詳
。
一
九
二
四
年
〜
二
七
年
、
中
華
職
業
学
校
校
長
。

（
31
） 　

方
椒
伯
（
一
八
八
五
年
〜
一
九
六
八
年
）
弁
護
士
兼
実
業
家
。
名
は
積

蕃
、浙
江
省
鎮
海
（
現
在
の
寧
波
）
出
身
。
一
九
一
二
年
法
律
学
校
に
入
り
、

一
七
年
卒
業
後
は
、
上
海
に
数
社
で
社
長
を
務
め
た
。
上
海
総
商
会
会
長

兼
公
断
処
処
長
、
寧
波
旅
滬
同
協
会
会
長
も
務
め
、
一
九
年
に
は
、
上
海

総
商
会
が
日
中
双
方
に
よ
る
青
島
返
還
直
接
交
渉
を
提
案
す
る
こ
と
に
反

対
し
た
。上
海
華
商
証
券
交
易
所
理
事
、上
海
銀
行
公
会
理
事
を
歴
任
し
た
。

二
二
年
に
は

　
　

 　

上
海
総
商
会
副
会
長
と
な
り
、
傅
筱
庵
の
招
き
に
応
じ
、
上
海
通
称
銀

行
南
市
分
行
の
支
店
長
と
な
っ
た
。
三
二
年
に
は
弁
護
士
業
務
を
開
始
し
、

復
旦
大
学
理
事
、
中
華
職
業
教
育
社
監
督
理
事
な
ど
を
務
め
た
。
四
九
年

以
降
は
民
主
党
派
の
一
つ
で
あ
る
中
国
国
民
党
革
命
委
員
会
に
入
り
、
同

会
上
海
委
員
会
の
委
員
と
な
っ
た
。
六
八
年
上
海
で
亡
く
な
っ
た
。（
前
掲

徐
友
春
）

（
32
） 　

趙
君
豪
（
一
九
〇
〇
年
〜
不
明
）
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
。
江
蘇
省
興
化
出

身
。
五
四
時
期
に
上
海
の
『
民
国
日
報
』
文
芸
欄
『
覚
悟
』
に
投
稿
し
始

め
る
。
一
九
二
〇
年
交
通
大
学
を
卒
業
後
、『
申
報
』
に
入
り
、
記
者
、
編

集
を
担
当
し
た
。
二
九
年
以
降
復
旦
大
学
、
中
央
大
学
、
上
海
商
学
院
等

で
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
に
関
す
る
講
義
を
担
当
し
た
。
上
海
陥
落
後
は
、
日

本
占
領
下
で
ア
メ
リ
カ
企
業
の
援
助
を
受
け
な
が
ら『
申
報
』を
復
刊
し
た
。

四
九
年
以
降
は
台
湾
に
移
り
、『
新
生
報
』（
後
に
『
台
湾
新
聞
報
』
と
改
名
）

を
創
刊
し
た
。（
前
掲
徐
友
春
）

（
33
）　

唐
世
昌
（
生
没
年
未
詳
）『
新
聞
報
』
編
集
者
。

（
34
）　

呉
和
士
（
生
没
年
未
詳
）『
呉
郡
白
話
報
』
を
創
刊
。

（
35
） 　

戈
公
振
（
一
八
九
〇
年
〜
一
九
三
五
年
）
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
。
元
の
名

は
紹
発
、
字
は
春
霆
、
号
は
公
振
。
江
蘇
省
東
台
出
身
。
一
九
一
二
年
『
東

台
日
報
』
を
創
刊
・
一
三
年
に
上
海
へ
出
て
、
有
正
書
局
で
働
く
。
一
四

年
『
時
報
』
の
校
正
、
編
集
を
担
当
し
た
。
そ
の
後
、
上
海
南
方
大
学
、

復
旦
大
学
等
で
新
聞
学
に
関
す
る
講
義
を
担
当
し
た
。
二
九
年
『
申
報
』

に
入
り
、
総
管
理
署
副
主
任
と
な
っ
た
。
三
二
年
満
州
事
変
の
時
、
リ
ッ

ト
ン
調
査
団
に
随
行
し
取
材
を
行
っ
た
。
著
書
に
『
新
聞
学
』、『
中
国
報

学
史
』
な
ど
。（
徐
友
春
主
編 

『
民
国
人
物
大
辞
典 

増
訂
版
』 

河
北
人
民
出

版
社
、
二
〇
〇
七
年
）

（
36
） 　

裘
可
桴
（
一
八
五
七
年
〜
一
九
四
三
年
）
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
。
辛
亥
革

命
の
際
、
新
聞
社
創
設
の
必
要
性
を
痛
感
し
、『
無
錫
白
話
報
』
を
創
刊
し

た
。
白
話
に
よ
る
報
道
に
よ
っ
て
社
会
風
紀
の
改
革
を
目
指
し
た
。（
前
掲

徐
友
春
）

（
37
） 　

厳
諤
声
（
一
八
九
七
年
〜
一
九
六
九
年
）
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
。
浙
江
省

海
寧
出
身
。
一
九
三
六
年
成
舎
我
、
巌
独
鶴
ら
と
共
に
『
立
報
』
を
創
刊
。
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八
二

社
長
と
な
っ
た
。
三
七
年
上
海
陥
落
後
、『
立
報
』
は
停
刊
に
追
い
込
ま
れ

た
。（
前
掲
徐
友
春
）

（
38
） 　

菊
池
秀
明
著
『
中
国
の
歴
史
一
〇　

ラ
ス
ト
エ
ン
ペ
ラ
ー
と
近
代
中
国 

清
末　

中
華
民
国
』（
講
談
社
、
二
〇
〇
五
年
）、
上
海
市
地
方
志
弁
公
室 

上
海
通
志
（http://w

w
w
.shtong.gov.cn/node2/node2247/index.

htm
l

）
を
参
考
に
し
た
。

（
39
）　

前
掲
八
月
一
九
日
付
記
事

〔
キ
ー
ワ
ー
ド
〕　

中
国
、
一
九
二
六
年
、
ア
メ
リ
カ
留
学
派
遣
、『
申
報
』、
歓

送
会
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